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COPD治療の進歩によって，多くの吸入剤が使用可能となったが，未解決の問題も多い．狩野らの論文は，短時間
作用性β2刺激薬（short-acting beta-2 agonist：SABA）アシストユースの効果がベースの定期吸入薬によって異なる可
能性を示した重要な成果だ1）．しかし，いくつかの問題が指摘される．第一に，長時間作用性β2刺激薬（long-acting 
beta-2 agonist：LABA）使用時のSABA併用は本来アシストユースではない．アシストユース自体が，日本での造語
のため，世界基準はないが，長時間作用性ムスカリン受容体拮抗薬（long-acting muscarinic antagonist：LAMA）に
SABAを併用する方法がアシストユースとして合理的である2）．LAMAの臨床効果に付加価値をもたらすSABAの追
加作用が注目された．第二にLABAが使用されている場合，β2受容体に対する効果は重複するため，SABA使用に大
きなメリットがあるとは考えにくい．第三に，この日本で生まれたやり方は，世界基準でのevidence-based medicine
（EBM）ではなく，一般化しにくいのが現状である3）．狩野らが指摘するように，LABA使用時のみならず，LAMA使
用時のSABAの使い方とその意義についても今後一層の検証が必要である．
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我々の論文を読んでいただき，貴重なご指摘をいただきありがとうございます．一点目についてご指摘のように
SABAアシストユースはLAMAにSABAを追加吸入する方法で提唱されたものですので，LAMA単剤治療症例にお
いてはお勧めしてよいであろうと考えます．
二点目について，ご指摘のようにβ2受容体に対する効果が重複するため，LABAを定期吸入している症例ではSABA
アシストユースの効果が乏しいのではないかと我々も考え，今回の研究を計画しました．残念ながら単施設での検討
で症例数も少なかったため，今回の研究では期待した結果は得られませんでしたが，そのような傾向は示せたのでは
ないかと考えます1）．一方で，COPDに対してLABAの使用頻度は増していると考えられ，SABAアシストユースに
関する報告のいくつか2）3）でも，LABAを定期吸入している症例が含まれています．十分な気管支拡張薬を使用しても
呼吸困難が残存し，そのために身体活動性が低下しているような症例に対しては，さらなる一手としてアシストユー
スの出番があるのではないかと考えます．
ご指摘いただいた三点目，SABAアシストユースの有効性に関する大規模臨床試験はなく，一般化が難しいとのご

意見に賛同いたします．さらに，薬剤の添付文書においても慢性気管支炎，肺気腫に関しては使用法が明記されてい
ないことは論点かと考えます．SABAアシストユースという使用法について，今後も検証を重ねていく必要があると
考えます．
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